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戦後・被爆80年の憲法記念日を迎えた 5月 3日、
「かがやけ憲法！平和といのちと人権を　おおさか
総がかり集会」（実行委員会主催）が、扇町公園で
開かれた。
今、国際政治の不確実性・分極化が進み、ロシア
やイスラエルが核兵器使用の威嚇を行う状況までも
が生まれている。
特別スピーチにたった
長崎大学核兵器廃絶セン
ター准教授の中村圭子さ
んは、「核兵器使用をタ
ブーとしてきた戦後国際
社会の認識が、崩壊の危
機にある。小型とされる
ものも含めて配備体制に
ある核弾頭が増えている
（右図。同センター「世界の核弾頭データ」2024年
版）」と警鐘を鳴らした。「核兵器には反対。でも平
和の維持に核抑止はやむを得ない」という“でもの
壁”に対して、「不安とリスクを抱える核抑止論で
はなく、核兵器の禁止が真の安全への道であること
を、被爆国として平和憲法を誇る国の市民として、
強い信念を持ち、対話を続けよう」と訴えた。 

平和憲法の実現こそ

「世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、
平和のうちに生存する権利を有する」と謳い、戦争
放棄、戦力不保持・交戦権否認を定めた日本国憲法
の価値をゆるがせにせず、その実現に取り組むこと
を、大阪消団連は呼びかける。
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参議院選挙に向けた政党政策アンケート
への回答掲載のための編集作業の都合に
より、発行日を６月25日から７月７日
に変更します。ご了承ください。


